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で裁判を維持するのは︑どちらの陣営にとっても兵站の勝利を意味した︒著者が述べているとおり︑中国軍の人員・装備不足ゆえに︑日本の降伏はただちに日本軍の撤退や捕囚 つながらなかった︒十五年戦争の終息と戦後の始まりにははっきりした境界がい︒一九四 八月から一九四九年十月までの時期はむ ろ︑列強の帝国主義と巧妙に仕組まれ 対敵協力によって遅れに遅れ歴史プロセスが頂点を迎え 時期だった︒中国制覇をめざすわずか四年余り 出口なき戦いで︑過去数世紀にわたる混乱と無政府状態が沸点に達し︑切迫した最悪の全面的内戦へ逆戻りしてしまったのである︒戦犯裁判はこうした戦闘の最中に行なわ た︒捕虜たちの監視にあたって たのは︑ つ 場へ駆り出されてもおかしくない兵士たちだった︒　
こうした困惑と疲弊のスクラム状態から中国共産党が登場する︒
これまでの通説では︑国民党は銀行を通じて脱出したと言われているが︑著者はその脱出ルートに法廷を加え こ 争いにおける国民党の役割について 再解釈にもう一つの様相を付与する︒　
国共両陣営のいずれもこの破綻国家に対する覇権の足がかりを
つかむことさえできないまま︑一九四九年十月の不幸な結着まで︑
過酷な内戦が三年続いた︒アジア秩序の大地殻変動の最前線にあって︑中国共産党と国民党はいずれも抗日十五年戦争の遺産を処理せねばならず︑どちらが中国を所有するかだけでなく︑どちらが﹁正義の戦争﹂という大義を獲得し︑中国ブランドを手にするかをめぐって争った︒どちらの中 が浮上し︑どちらの中国が沈むか︑世界が見守る中 この混沌 から︑どちらが国際法と外交基準の遵守に優れ いるかを示すことによって︑国家の品位を守れるかが未来からの要求として見えてきた︒戦犯法廷はこうした戦いの場︑競い合う両陣営の正義を示す場となったのである︒　
戦後の中国では︑日本軍の敗退︑混乱を極めた撤退︑大量の日
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